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文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
・

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
選
定
の
「
イ
ノ
ヴ
ェ
ー

シ
ョ
ン
・
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成

に
向
け
た
川
崎
都
市
政
策
へ

の
提
言
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
社

会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

／
都
市
政
策
研
究
セ
ン
タ

ー
、
代
表
∥
平
尾
光
司
経
済

学
部
教
授
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
９
月
１３
日
、
川
崎
市
産

業
振
興
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。「
川
崎
の
街
づ
く
り
―
ポ

ス
ト
・
ラ
ゾ
ー
ナ
の
都
市
像

を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
展
開
。
百
貨
店
に
焦
点

を
当
て
、
川
崎
の
街
づ
く
り

の
検
証
を
行
っ
た
。
こ
の
模

様
は
神
田
、
生
田
両
キ
ャ
ン

パ
ス
に
も
同
時
中
継
さ
れ
、

計
１
９
８
人
が
聴
講
し
た
。

は
じ
め
に
関
根
孝
商
学
部

教
授
が
「
百
貨
店
と
街
づ
く

り
」
と
題
し
て
講
演
。
百
貨

店
の
意
義
と
し
て
「
都
市
文

化
の
発
信
」
を
挙
げ
、
ロ
ン

ド
ン
の
ハ
ロ
ッ
ズ
な
ど
世
界

の
都
市
を
代
表
す
る
店
舗
を

例
示
。
業
績
不
振
を
打
破
す

る
た
め
に
は
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ

イ
ジ
ン
グ
力
の
向
上
、
若
者

向
け
商
品
の
拡
充
の
ほ
か
、

文
化
的
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と

い
っ
た
街
づ
く
り
で
担
う
部

分
も
あ
る
と
論
じ
た
。

㈱
さ
い
か
屋
代
表
取
締
役

社
長
の
岡
本
康
英
氏
は
「
川

崎
に
お
け
る
百
貨
店
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
西
武
百
貨
店
の
出

店
・
撤
退
、
ラ
ゾ
ー
ナ
の
オ

ー
プ
ン
と
い
っ
た
商
業
環
境

の
変
化
を
解
説
し
、
地
域
密

着
を
意
図
し
た
同
社
の
経
営

戦
略
を
紹
介
し
た
。

次
に
韓
国
・
ロ
ッ
テ
流
通

産
業
研
究
所
長
の
白
寅
秀
氏

が
「
ロ
ッ
テ
百
貨
店
の
街
づ

く
り
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と

題
し
、
韓
国
に
お
け
る
街
と

百
貨
店
の
協
力
例
を
紹
介
。

仁
川
・
松
島
新
都
市
、
釜
山

な
ど
で
進
め
ら
れ
て
い
る
行

政
と
百
貨
店
と
の
連
携
に
よ

る
街
づ
く
り
を
詳
報
し
た
。

川
崎
市
産
業
振
興
財
団
理

事
長
の
君
嶋
武
胤
氏
は
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
都
市
川
崎
・

都
心
部
の
活
性
化
を
ど
う
進

め
る
か
」
と
題
し
、
魅
力
あ

る
街
を
目
指
し
た
提
言
を
行

っ
た
。
駅
周
辺
の
総
合
整
備

事
業
に
つ
い
て
触
れ
、
放
置

自
転
車
対
策
、
東
西
地
区
を

結
ぶ
自
由
通
路
の
整
備
な
ど

の
取
り
組
み
を
説
明
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
は
４
氏

に
加
え
、
徳
田
賢
二

経
済
学
部
教
授
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
参
加
。
ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎

完
成
後
の
発
展
の
可
能
性
、

方
向
性
を
探
っ
た
。「
川
崎
の

場
合
、
多
摩
川
を
中
心
と
し

た
自
然
の
活
用
や
若
い
世
代

を
意
識
し
た
街
づ
く
り
、
商

業
集
積
形
成
が
必
要
で
あ

る
」な
ど
が
提
言
さ
れ
た
。

川
崎
市
の
都
市
・
産
業
政

策
の
再
構
築
を
め
ざ
し
た
具

体
策
の
提
言
を
目
的
に
０４
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
「
川
崎
都
市
白

書
」
を
市
に
提
出
す
る
な

ど
、
活
発
な
活
動
を
行
い
、

今
年
度
が
最
終
年
度
。
０９
年

１
月
１０
日
に
は
同
会
場
で
、

総
仕
上
げ
の
一
環
と
し
て
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
５
つ
の
モ

デ
ル
」
を
開
催
す
る
。

米
国
発
の
金
融
・
経
済
危
機
が
世

界
に
広
が
り
、
実
体
経
済
へ
の
悪
影

響
が
日
増
し
に
深
刻
に
な
る
中
、
今

後
の
日
本
経
済
、
世
界
経
済
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。
社
会
科
学
研
究

所
（
所
長
∥
内
田
弘
経
済
学
部
教

授
）
の
緊
急
公
開
討
論
会
「
ア
メ
リ

カ
発
金
融
危
機
の
影
響

同
時
代
・

現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
」
が
１０
月
２２

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た

∥
写
真
。

基
調
講
演
で
、
９
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
米
国
を
訪
れ
た
平
尾
光

司
教
授
が
、
今
回
の
危
機
の
発
端
と

な
っ
た
投
資
銀
行
を
中
心
と
し
た
米

国
の
住
宅
金
融
シ
ス
テ
ム
や
米
国
・

欧
州
に
お
け
る
金
融
危
機
対
策
の
展

開
を
説
明
。
当
面
の
金
融
危
機
の
克

服
に
は
、
国
際
協
調
に
よ
る
危
機
対

策
の
総
動
員
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

は
米
国
中
心
の
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム

が
転
換
し
、
か
つ
て
金
融
危
機
克
服

を
経
験
し
た
日
本
へ
の
期
待
が
高
ま

り
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
経
営
の

規
律
強
化
、
公
共
性
に
対
す
る
認
識

の
強
化
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
語
っ

た
。平

尾
教
授
の
報
告
を
受
け
、
西
岡

幸
一
教
授
は
「
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の

店
舗
と
人
間
・
地
価
の
動
き
に
は
連

動
が
あ
り
、
近
年
の
ア
メ
リ
カ
経
済

に
は
、
グ
リ
ー
ド
（
欲
）
が
ト
ラ
ス

ト
（
信
頼
）
を
超
え
る
局
面
が
あ
っ

た
」
と
指
摘
。
田
中
隆
之
教
授
は
、

か
つ
て
の
日
本
の
金
融
危
機
と
の
違

い
を
挙
げ
な
が
ら
、
「
プ
ル
ー
デ
ン

ス
政
策
の
重
要
性
と
と
も
に
、
非
銀

行
救
済
の
理
屈
を
ど
う
立
て
る
の

か
」
と
冷
静
に
論
じ
た
。
野
口
旭
教

授
は
そ
も
そ
も
の
原
因
と
さ
れ
る
ア

メ
リ
カ
の
過
剰
流
動
性
や
国
際
的
な

イ
ン
バ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
見
方
を
否

定
し
、
「
ア
メ
リ
カ
型
の
投
資
銀
行

の
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
が
行
き
詰
ま

っ
た
も
の
だ
」
な
ど
と
語
り
、
激
し

い
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
原

田
博
夫
教
授
は
「
理
論
的
に
正
し
い

政
策
で
あ
っ
て
も
議
会
、
市
民
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
説
得
力
あ
る
解
決
策

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
、
こ
の
時
代
の
危
機
に

対
す
る
政
策
課
題
と
英
知
を
発
信
で

き
た
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

（
討
論
会
の
内
容
は
、
１２
月
発
行
予

定
の
社
会
科
学
研
究
所
月
報
に
掲

載
）。

専
修
大
学
か
ら
１０
月
１８
日

付
で
次
の
２
氏
に
博
士
の
学

位
が
授
与
さ
れ
た
。
授
与
式

は
同
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
（
氏
名
に
続

き
、
学
位
の
種
類
・
学
位
請

求
論
文
名
）。

・
福
島

良
治
氏

博
士
（
経
済
学
）

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
戦
略
」

・
山
口

勝
業
氏

博
士
（
経
済
学
）

「
日
本
経
済
の
リ
ス
ク
・

プ
レ
ミ
ア
ム
」

第
４２
回
文
学
部
公
開
講
座

「
こ
こ
ろ
と
お
も
ひ
」が
１０
月

１８
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
、
市
民
ら
約
１
０

０
人
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

荒
木
敏
夫
副
学
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
柴
田
弘

捷
教
授
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、
ま
ず
小
野

隆
教
授
（
近
現
代
文

学
）
が
登
壇
。
テ
ー

マ
は
「
漱
石
の
小
説

『
こ
ゝ
ろ
』
―
内
と

外

か

ら

先

生

の

『
心
』
を
見
る
―
」。

高
校
の
教
材
に
採
用
さ
れ
、

い
わ
ば
国
民
的
小
説
で
あ
る

夏
目
漱
石
の
長
編
『
こ
ゝ

ろ
』
。
講
演
で
は
同
作
品
を

外
側
か
ら
描
い
た
「
上
・
先

生
と
私
」
と
「
中
・
両
親
と

私
」、
内
側
か
ら
描
い
た
「
下

・
先
生
の
遺
書
」
を
そ
れ
ぞ

れ
図
式
に
よ
っ
て
分
析
、
作

品
の
登
場
人
物
の
行
動
や
心

の
動
き
を
検
証
し
た
。

続
い
て
の
樋
口
博
美
准
教

授（
職
業
社
会
学
）の
テ
ー
マ

は
「
伝
統
産
業
に
生
き
る
技

と
職
人
の
心
の
伝
承
―
加
賀

と
京
都
の
伝
統
と
今
―
」。職

人
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
職

人
と
芸
術
家
、
作
家
と
の
違

い
は
何
か
。
そ
の
技
能
が
産

地
形
成
の
カ
ナ
メ
と
し
て
ど

う
受
け
継
が
れ
た
か
。
職
人

の
技
と
心
が
ど
の
よ
う
に
維

持
さ
れ
て
い
る
の
か
―
を
、

映
像
を
使
い
な
が
ら
加
賀
の

友
禅
染
や
京
都
の
扇
子
つ
く

り
を
例
に
あ
げ
探
っ
た
。

最
後
は
新
井
勝
紘
教
授

（
日
本
近
代
史
・
民
衆
史
）
の

「
農
民
兵
士
と
学
徒
兵
の
心

中
を
さ
ぐ
る
―
軍
事
郵
便
・

遺
書
な
ど
の
紙
背
を
読
み
取

る
」
。
戦
場
に
赴
い
た
兵
士

が
家
族
や
友
人
に
あ
て
た
軍

事
郵
便
を
研
究
し
、
そ
の
解

読
を
ゼ
ミ
で
学
生
に
指
導
し

て
い
る
同
教
授
は
、
「
兵
士

か
ら
の
手
紙
は
内
容
が
私
的

で
あ
り
、
検
閲
が
あ
る
た
め

戦
史
資
料
に
な
り
に
く
い
と

思
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

丹
念
に
読
み
込
む
こ
と
で
さ

ま
ざ
ま
な
発
見
が
あ
る
。
戦

地
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
描
写
す
る
も
の
や
、
本
人

の
心
情
や
銃
後
を
守
る
家
族

へ
の
気
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
も
の
も
あ
る
。
国
家
や
軍

隊
の
視
点
で
は
な
い
、
若
い

一
兵
士
の
心
情
か
ら
戦
争
を

考
え
る
貴
重
な
資
料
だ
」
と

語
り
、
会
場
か
ら
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

文
学
部
主
催
「
発
想
転
換

～
卒
業
生
に
よ
る
文
化
財
保

護
へ
の
熱
き
闘
い
」
が
１０
月

１０
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。

歴
史
的
文
化
遺
産
の
破
壊

と
闘
い
、
あ
る

と
き
に
は
世
論

と
対
立
し
な
が

ら
も
あ
る
べ
き

姿
を
実
現
す
る

た
め
、
組
織
の

枠
を
越
え
て
文
化
財
を
保
護

す
る
活
動
を
し
て
い
る
卒
業

生
の
熱
き
思
い
や
成
功
と
挫

折
の
軌
跡
な
ど
が
語
ら
れ
、

学
芸
員
課
程
を
履
修
す
る
学

生
を
中
心
に
約
２
６
０
人
が

熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。

【
講
演
者
と
テ
ー
マ
】
福

田
健
司
さ
ん
（
昭
４６
文
∥
元

東
京
都
教
育
委
員
会
・
国
際

文
化
財
顧
問
）
「
埋
蔵
文
化

財
行
政
の
変
遷
と
今
後
の
課

題
」
▽
菊
田
徹
さ
ん
（
昭
４７

文
∥
大
分
県
臼
杵
市
教
育
委

員
会
次
長
）
「
国
宝
及
び
特

別
史
跡
・
臼
杵
磨
崖
仏
保
存

事
業
の
経
過
」
▽
若
林
篤
男

さ
ん
（
平
１４
院
文
修
∥
新
潟

県
佐
渡
市
教
育
委
員
会
、
世

界
遺
産
・
文
化
振
興
課
主

事
）
「
佐
渡
金
銀
山
、
世
界

遺
産
登
録
へ
の
道
」

文
学
部
と
鶴
岡
八
幡
宮
の
共

催
で
、
源
氏
物
語
千
年
記
に
際

し
て
源
氏
物
語
及
び
王
朝
文
学

研
究
の
第
一
人
者
を
招
き
、
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
。
定
員
１
５
０
人
。
１２
月
１

日
締
め
切
り
。

▽
日
時
∥
１２
月
１６
日
（
火
）

１３
時
～
１６
時
３０
分
・
御
神
楽
奏

楽
は
１７
時
３０
分
～
１８
時
３０
分
▽

会
場
∥
鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮

直
会
殿
▽
講
師
及
び
テ
ー
マ
∥

日
向
一
雅
明
治
大
学
教
授
「
源

氏
物
語
と
宮
中
行
事
」
、
廣
田

収
同
志
社
大
学
教
授
「
説
話
文

学
と
宮
中
行
事
」
、
河
添
房
江

東
京
学
芸
大
学
教
授
「
唐
物
と

宮
中
行
事
」
、
小
山
利
彦
本
学

文
学
部
教
授
「
王
朝
と
御
神
楽
」

◇
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
国
際

公
開
講
座

「O
N

P
A
R
A
M
E
T
R
I
C
S
Y
N
T
A

X
w
i
t
h
s
p
e
c
i
a
l
r
e
f
e
r
e

n
c
e
t
o
E
n
g
l
i
s
h
a
n
d
E
a
s

t
A
s
i
a
n
I
a
n
g
u
a
g
e
s

」

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
のC

.
T
.

J
a
m
e
s

H
u
a
n
g

教
授
を
迎

え
、
生
成
文
法
理
論
に
基
づ
く

東
ア
ジ
ア
言
語
の
比
較
研
究
を

通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
現

象
の
背
後
に
あ
る
普
遍
原
理
と

パ
ラ
メ
タ
ー
的
差
異
を
明
ら
か

に
す
る
。
平
田
一
郎
文
学
部
教

授
は
、
Ｔ
Ｐ
投
射
の
内
側
で
現

れ
る
Ｅ
Ｐ
Ｐ
効
果
に
つ
い
て
講

演
す
る
。
定
員
１
８
０
人
。
使

用
言
語
は
い
ず
れ
も
英
語
。

▽
日
時
∥
１２
月
２０
日
（
土
）
・

２１
日
（
日
）
１３
時
～
１７
時
▽
会

場
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

＊
い
ず
れ
も
聴
講
無
料
。
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

□問
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
事
務
課
☎
０
４
４
（
９
１

１
）
１
３
４
７

又
城

一
郎
氏
（
ま
た
し

ろ
・
い
ち
ろ
う
）
名
誉
教
授

・
元
経
営
学
部
教
授

１０
月
２
日
、
心
不
全
の
た

め
死
去
。
８７
歳
。
１
９
６
１

年
か
ら
在
職
、
９１
年
定
年
退

職
。
担
当
は
計
量
経
営
学
。

米
国
の
大
統
領
選
挙
は
、
現

代
世
界
に
お
け
る
政
治
・
経
済

・
外
交
・
軍
事
力
の
圧
倒
的
優

勢
体
制
と
相
ま
っ
て
、
影
響
力

の
大
き
さ
故
に
、
そ
の
行
方

は
、
米
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界

各
国
の
注
目
の
的
と
な
っ
て
い

る
。２

０
０
４
年
刊
行
の
第
１
版

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の

米
国
に
お
け
る
大
統
領
選
挙
お

よ
び
中
間
選
挙
を
と
り
あ
げ
、

米
国
が
直
面
し
て
き
た
諸
問
題

の
争
点
を
提
示
し
、
「
リ
ベ
ラ

ル
」
と
「
コ
ン
サ
ヴ
ァ
テ
ィ
ブ
」

の
対
立
の
視
点
か
ら
、
米
国
政

治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
概
観
し

よ
う
と
し
た
。

増
補
版
は
２
０
０
４
年
の
大

統
領
選
挙
と
２
０
０
６
年
の
中

間
選
挙
の
背
景
、
結
果
及
び
解

説
を
加
え
た
。
（
専
大
出
版
局

・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
ふ
じ
も
と
・
か
ず

み
）
∥
法
学
部
教
授
。
担
当
は

政
治
学
の
基
礎
ほ
か
。
（
は
ま

が
・
ゆ
う
こ
）
∥
法
学
部
非
常

勤
講
師
。
担
当
は
政
治
学
Ａ
。

社社
会会
科科
学学
研研
究究
所所

緊緊
急急
公公
開開
討討
論論
会会

▲ 活発に意見が出されたパネルディスカッション

米
国
の
大
統
領

と
国
政

選

挙

［増 補］

「
リ
ベ
ラ
ル
」と
「
コ
ン
サ

ヴ
ァ
テ
ィ
ブ
」の
対
立

文学部公開講座「こころとおもひ」

◆
夏
目
漱
石
の
小
説

◆
職
人
の
心
の
伝
承

◆
兵
士
た
ち
の
心
情

藤
本
一
美
・
濵
賀
祐
子
著

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
発
信

講

座

情

報

◇
文
学
部
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
王
朝
文
学
と
宮
中
行
事
」

百
貨
店
に
焦
点
当
て

川
崎
の
街
づ
く
り
検
証

▲ 講演する小野隆教授

樋口博美

准教授

ポ
ス
ト
・
ラ
ゾ
ー
ナ
の
都
市
像
を
探
る

新井勝紘

教授

文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護

卒
業
生
が
語
る

熱
き
闘
い
の
軌
跡

２
氏
に
博
士
の
学
位
を
授
与

福島 良治氏山口 勝業氏

菊田徹さん

若林篤男さん

福田健司さん
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